
平成 27 年 2 月 12 日 

流山温泉等の営業終了について 

現在当社は、亀田郡七飯町の大沼湖畔に位置するエリアにおいて、日帰り温泉をはじ

めとする各種施設を営業しております。同エリアについては、北海道新幹線の開業に向

け再活性化を図るべく鋭意検討を重ねてきましたが、今般、現地の農業生産法人である㈱

流山が主体となり、国と北洋銀行等により組成される「６次産業化ファンド」を活用して

設立する新会社（どさんこミュゼ㈱）に同エリアの魅力づくりを託すことといたしました。 

つきましては、当社の直営事業としての施設の営業を本年２月末をもって終了すること

といたします。 

なお、どさんこミュゼ㈱は、今後同エリアにおいて「どさんこ」という在来和種馬をモ

チーフとしたミュージアムを運営する予定です。弊社は、どさんこミュゼ㈱に対し、所有

する土地の一部及び建物財産等を現物出資するとともに、送客面で協力を行ってまいりま

す。 

１．これまでの経緯

同エリアにおいては、将来の観光資源として鉄道事業にも寄与すると共に、地域観光

の核を作り出すことを目標に、平成初頭よりＪＲ東日本と共同でゴルフ場を中核とした

複合リゾート施設を計画いたしました。その後、経済状況の悪化等もあり、当社が主体

となって計画の見直しを進め、平成 14年に自然体験型観光施設として流山温泉、レスト

ラン「停車場」、ダチョウ観光牧場及び彫刻公園を第一次開業、平成 15 年にはパークゴ

ルフ場、キャンプ場及びスポーツ広場を第二次開業するなど観光開発に努めてきました

が、毎年赤字を計上する厳しい経営状況にありました。結果的に、ダチョウ観光牧場や

レストラン「停車場」等の不採算事業を廃止し、現在は直営事業として流山温泉、パー

クゴルフ場、キャンプ場及びスポーツ広場等の運営となっております。このように、こ

のエリアで様々な取り組みを行ってきましたが、今回「６次産業化ファンド」を活用し

た事業スキームへ変更を図ることにより、北海道新幹線開業に向けた地域の活性化を目

指してまいりたいと考えております。 

なお、これによる当社の事業収支改善額は年間約３千万円となります。 

２．営業終了施設 

流山温泉（日帰り温泉施設）、パークゴルフ場、スポーツ広場、キャンプ場、 

ネイチャーイン（簡易宿泊施設） 

（※彫刻公園ストーンクレージーの森は継続） 

３．営業終了日 

  平成２７年２月２８日（土） 

（参考）「㈱流山」の概要 

会社名：株式会社流山 

所在地：北海道亀田郡七飯町字東大沼 294 番 1 

代表者：宮本 英樹 

設 立：平成 22 年 10 月 22 日 

資本金：2百万円 
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赤線部：現物出資範囲

現物出資面積：21.6ha 


